
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 総務省消防庁によると令和元年の総出火件数は、37,683 件でした。これは、

おおよそ 1 日あたり 103件の火災が発生したことになります。 

消防本部では、消防職団員の技術及び連携活動能力向上の強化を図る目的で、

毎年 11月に秋の火災予防運動に伴う特別消防訓練を行っています。 

 

 

秋の火災予防運動に伴う特別消防訓練 

令和 2年 11月 8日 

於：湯の山乗馬クラブ付近林野 



火　災
　令和2年中は10件の火災が発生し、これら全火災での損害額は35,313千円でした。

　火災件数は前年に比べて2件増加し、特に林野火災については昨年の0件から2件、車両火災も2件増加し

ています。なお、負傷者の発生はありませんでした。

火災事案発生状況
平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

火　　災　　件　　数 36,831 39,373 37,981 37,683

出　　　火　　　率 2.9 3.1 3 3

１件当り損害額(千円） 2,043 2,269 2,228 2,410

火　　災　　件　　数 654 634 738 660

出　　　火　　　率 3.5 3.4 4 3.6

１件当り損害額(千円） 1,981 1,384 1,954 1,793

火　　災　　件　　数 14 20 13 8 10

出　　　火　　　率 3.4 4.8 3.1 1.9 2.4

１件当り損害額(千円） 1,888 1,300 156 1,889 3,531

※出火率＝人口1万人あたりの出火件数　 菰野町人口 41,643人(令和2年12月31日現在）

過去5年間の火災事案発生状況
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地区別火災発生状況
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消防団出動車両

31

全分団 11車両
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2～3車両

管外
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※高速道路内の火災は原則として消防団は出動しない。

時間別火災発生状況

火災出動状況

火災出動区分詳細

火　　　　　　災　　　　　　　　　種別

　区分

署単独出動

第 1 出 動

第 2 出 動

第 3 出 動

事 後 聞 知

合         計
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全分団 11車両

地元分団 本部分団
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全分団 11車両

タンク車　ポンプ車　水槽車　指揮車　 4車両

タンク車　ポンプ車　水槽車　指揮車 　4車両

タンク車　ポンプ車　水槽車　指揮車　 4車両

タンク車　ポンプ車　指揮車　 3車両

タンク車　ポンプ車　指揮車　 3車両

消防本部・消防署出動車両

タンク車　指揮車 　1～2車両

タンク車　ポンプ車　はしご車　指揮車　 4車両

タンク車　ポンプ車　はしご車　指揮車 　4車両

タンク車　ポンプ車　指揮車　 3車両

タンク車　ポンプ車　指揮車　 3車両

タンク車　ポンプ車　指揮車　 3車両

タンク車　ポンプ車　水槽車　指揮車　 4車両

タンク車 ポンプ車 水槽車 救助工作車 指揮車　 5車両

タンク車 ポンプ車 水槽車 救助工作車 指揮車　 5車両

事後聞知

出動区分火災種別

第1出動

第2出動

第1出動

第2出動

第1出動

第2出動

第3出動

建物
航空機

危険物施設

林野

車両
特殊車両

危険物車両

第1出動

第2出動

第3出動

第1出動

第2出動

第1出動

第2出動

枯草
その他

中高層

トンネル
（高速道路）

0

1

2

3

4

5

6

7

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 不明

（
件
数
）

令和元年 令和２年

（時間）

33



　

2 11
（湯の山）

（金） 12 時 30 分
菰　野

出 火 日 時 ※覚知別 天候 風向
（m/s）（℃）

火災発生状況及び出火原因状況　

番
号

火災種別
風速 気温出火地区

（区）

2 その他 2 月 23 日

報知電話 晴 南1 車　両 1 月 3 日

報知電話 曇 西北西 12 9
（竹　成）

（日） 10 時 15 分
竹　永

0 13
（川　北）

（金） 22 時 30 分
鵜川原

4 建　物

報知電話 雨 北西3 車　両 3 月 27 日

加入電話 晴 北5 月 （出火日時不明）

鵜川原

（下　村）

5 16
（菰野第一区）

菰　野

報知電話 晴 南 4 27分5 林　野 6 月 8 日

6 建　物 6 月 8

（月） 17 時 0

報知電話 晴 南 3 26日（月） 18 時 0 分
千　種

（千　草）

3 13
（大羽根園）

菰　野
報知電話 晴1 時 20 分

4 20
（田　口）

（月） 10 時 0 分
朝　上

報知電話 曇 北

8 車　両 10 月 30 日

7 建　物 10 月 5 日

＝

＝

（金）

分
菰　野

（神　明）
報知電話 晴 北北西

50 分

北北西

9 建　物 11 月 24 日（火） 7 時

3 15

※ 報 知 電 話 119番（携帯電話等含む）

加 入 電 話 一般加入電話

鵜川原

（大強原）
加入電話 晴 南西 1 11

10 林　野 12 月 7 日（月） 12 時 20
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湿度 出 火 原 因 等
被　害　状　況

（％） 発 火 源 経 過 着 火 物

不明 不明 木切れ 廃材及び周辺の落ち葉等を焼損50

排気管（エンジ
ンルーム）

過熱する その他 普通乗用車のエンジンルーム内の一部を焼損53

消し炭薪 高温物が触れる 繊維製品
倉庫内に停車していたトラック１台を焼損
（ぼや）

26

不明 不明 エンジン
大型トラックの車両本体、積載貨物及び道路
施設を焼損

94

枯れ草焼き
火源が動いて接
触する

柱、けた、はり
空地に建てた物置及びその周辺を焼損
（全焼）

65

枯れ草焼き
火源が動いて接
触する

その他（笹、灌
木）

原野を焼損65

不明 不明 その他 普通乗用車１台を焼損51

その他 余熱で発火する その他
倉庫の一部と収容物を焼損
（部分焼）

61

57 不明 不明 不明
木造二階建て建物（全焼）
及び鉄骨造二階建て倉庫（部分焼）
軽トラックのシートの焼損

54 不明 不明
枯草（生えたま
ま枯れたもの）

立木の枯枝及び下草を焼損
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不明　　5件

絵で見る火災原因　（10件）

その他　　1件消し炭薪　　1件

枯草焼き　　2件 内燃機関　　1件
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